
日本遺産いざ鎌倉協議会規約
（名称）
第１条 この会は、日本遺産いざ鎌倉協議会（以下「協議会」という。）と称する。
（目的）
第２条 協議会は、文化庁の「日本遺産魅力発信推進事業」（以下「文化庁事業」という。）を活用し、関係団体の連携強化を図りながら、日本遺産ストーリーを構成する文化財をはじめとする歴史的遺産を効果的に活用し、鎌倉の魅力や価値を創出、発信、支える取組を進めることで、歴史的遺産と共生するまちづくりをめざすことを目的とする。
（事業）
第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（１）文化庁事業実施要綱に基づく地域活性化計画に関すること。
（２）上記計画に基づく事業の実施に関すること。
（３）その他前条の目的を達成するために必要な事項
(構成)

第４条 協議会は、別表に定める行政機関、観光団体、経済団体、NPO及びその他関係機関の推薦する委員をもって構成する。
２ 団体等が新たに協議会に加盟しようとするときは、協議会の承認を得なければならない。

３　協議会を構成する団体等が協議会を退会しようとするときは、協議会の承認を得なければならない。

（委員の任期）
第５条 委員の任期は、協議会が解散するまでとする。ただし、役職により選出された委員にあっては、その任期までとし、後任をその残任期間の委員とする。
（役員）
第６条 協議会に次の役員を置く。
（１）会長 　１人
（２）副会長 １人
（３）監事 　１人
２ 会長は、構成員の互選により選任する。

３ 副会長および監事は会長が指名する。

（役員の任期）

第７条 役員の任期は、協議会が解散するまでとする。
（役員の職務）
第８条 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その会務を代
行する。
３ 監事は、協議会の会計その他の事務を監査する。
 （作業部会の設置）

第９条 事業の運営を効率的に行うために、作業部会を設置することができる。

２ 作業部会の構成員は、委員が指名したものの中から会長が選任する。

３ 作業部会には、部会長を置くこととし、作業部会員の中から会長が指名する。

４ 部会長は、作業部会を統括する。

（会議）
第10条 協議会の会議は会長が招集し、会長が議長を務める。
２ 会議は、構成する団体の出席の過半数をもって成立する。
３ 会議の議事は、出席者の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
４ 会長は、必要に応じて、委員以外の者の出席を求め、説明又は意見等を聴くことができる。
 （審議事項）
第11条　会議は、次に掲げる事項について審議し、決定する。
　（１）規約の制定及び改廃に関すること。
　（２）事業計画に関すること。
　（３）予算及び決算に関すること。
　（４）事業報告に関すること。
　（５）その他協議会の目的に係る重要な事項に関すること。

（専決処分）
第12条 会長は、会議を招集する暇がないと認めるときは、その議決すべき事項について専決処分することができる。
２ 会長は、前項の規定により専決処分をしたときは、次の会議にこれを報告しなければならない。
（事務局）
第13条 協議会の事務を処理するため、鎌倉市の観光を所管する課に事務局を置く。
２ 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。
（財務）
第14条 協議会の経費は、補助金、寄附金、構成団体の拠出する負担金、事業に伴う収入及びその他の収入をもって充てる。
２ 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日をもって終了する。
３ その他、必要な事項については、別に定める。
（解散）
第15条 協議会は、その目的が達成されたときに解散する。
（残余財産）
第16条 協議会が解散する場合において有する残余財産の帰属先については、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律等を踏まえ、協議会で協議の上、決定するものとする。

（委任）
第17条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営について必要な事項は会長が別に定める。
附 則
この規約は、平成28年６月28日から施行する。
附 則
　（施行期日）
この規約は、決裁の日（令和２年10月14日）から施行し、令和２年４月１日から適用する。
附 則

この規約は、令和５年５月11日から施行する。
別表は以下のとおりとする。
別表(第４条関係)
協議会構成団体
	鎌倉市

	鎌倉市観光協会

	鎌倉商工会議所

	鎌倉風致保存会
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